
平 成 ２ ８ 年 ３ 月 ３ ０ 日 

大 臣 官 房 技 術 調 査 課 

総 合 政 策 局 公 共 事 業 企 画 調 整 課 

国 土 技 術 政 策 総 合 研 究 所 

国 土 地 理 院 

平成 28 年度から i-Construction で建設現場が変わります！ 

新たに導入する 15 の基準及び積算基準について 
～平成 28年 4月からのＩＣＴの全面的な活用に向けて～ 

１．国土交通省では、ＩＣＴ土工を新年度から全面的に実施します。 

２．このため、土工における調査・測量、設計、施工、検査のプロセスにおい

て、現在の紙図面を前提とした基準類を変更し、３次元データによる 15

の新基準を平成 28年 4月より導入します。 

３．また、ＩＣＴ土工の活用に必要な経費を計上するための新たな積算基準を

導入します。 

１．３次元データによる１５の新基準は、以下のとおりです。 
＜調査・測量、設計＞ 

①ＵＡＶを用いた公共測量マニュアル（案）【新規】

②電子納品要領（工事及び設計）【改訂】

③3次元設計データ交換標準（同運用ガイドラインを含む）【新規】

＜施工＞ 

④ＩＣＴの全面的な活用（ＩＣＴ土工）の推進に関する実施方針【新規】

⑤土木工事施工管理基準（案）（出来形管理基準及び規格値）【改訂】

⑥土木工事数量算出要領（案）【改訂】

（施工履歴データによる土工の出来高算出要領（案）【新規】を含む） 

⑦土木工事共通仕様書 施工管理関係書類（帳票：出来形合否判定総括表）【新規】

⑧空中写真測量（無人航空機）を用いた出来形管理要領（土工編）（案）【新規】

⑨レーザースキャナーを用いた出来形管理要領（土工編）（案）【新規】

＜検査＞ 

⑩地方整備局土木工事検査技術基準（案）【改訂】

⑪既済部分検査技術基準（案）及び同解説【改訂】

⑫部分払における出来高取扱方法（案）【改訂】

⑬空中写真測量（無人航空機）を用いた出来形管理の監督・検査要領（土工編）（案）【新規】 

⑭レーザースキャナーを用いた出来形管理の監督・検査要領（土工編）（案）【新規】

⑮工事成績評定要領の運用について【改訂】

２．ＩＣＴ土工の活用に必要な経費を計上するための新たな積算基準と発注方式は、以下

のとおりです。 
＜積算基準＞ 

・ＩＣＴ活用工事積算要領【新規】 
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＜発注方式＞ 

・規模の大きい企業を対象とする工事では、ＩＣＴ活用施工を標準化 

・地域企業を対象とする工事では、「手上げ方式」（施工者からの提案）を基本 

・測量においても「発注者指定方式」と「手上げ方式」を活用、設計は「発注者指定方式」を

活用 

 

問い合わせ先 
 

大臣官房技術調査課 TEL：03-5253-8111 夜間直通：03-5253-8221 FAX：03-5253-1536 
 

（担当）②関係、発注方式関係（業務）  課長補佐        永田 耕之（内線 22335） 

（担当）⑤関係             課長補佐        久内 伸夫（内線 22357） 

（担当）⑥関係             事業評価・保全企画官  桝谷 有吾（内線 22353） 

（担当）⑩⑪⑫⑬⑭⑮関係        工事監視官       山下 眞治（内線 22306） 

（担当）発注方式関係（工事）      課長補佐        竹下 正一（内線 22334） 

（担当）発注方式関係（業務）      課長補佐        神鳥 博俊（内線 22352） 

 

総合政策局公共事業企画調整課 TEL:03-5253-8111 夜間直通：03-5253-8285 FAX：03-5253-1556 
 

（担当）④⑤⑥⑧⑨、積算基準関係    課長補佐        山口 崇 （内線 24912） 

 

国土技術政策総合研究所メンテナンス情報基盤研究室 

TEL: 029-864-2211 夜間直通：029-864-7416 FAX：029-864-3860 
 

（担当）③⑦関係            主任研究官       青山 憲明（内線 3822） 

（担当）④⑤⑥⑧⑨、積算基準関係    主任研究官       近藤 弘嗣（内線 3824） 

 

国土地理院企画部 TEL:029-864-6472 FAX：029-864-1658 

 

（担当）①関係             専門調査官       鈴木 弘 
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【
機
密
性
２
】

測
量

設
計
・

施
工
計
画

施
工
・

施
工
管
理

検
査

i-C
on

st
ru

ct
io

n

設
計
図
に
合
わ

せ
丁
張
り
設
置

検
測
と
施
工
を
繰

り
返
し
て
整
形

丁
張
り
に
合
わ
せ

て
施
工

測
量

設
計
・

施
工
計
画

検
査

従
来
方
法

測
量
の
実
施

平
面
図

縦
断
図

横
断
図

設
計
図
か
ら
施
工

土
量
を
算
出

施
工

①
②

③

④
こ
れ
ま
で
の
情
報
化
施
工

の
部
分
的
試
行

・
重
機
の
日
当
た
り

施
工
量
約

1.
5倍

・
作
業
員
約

1/
3

３
次
元

デ
ー
タ
作
成

２
次
元

デ
ー
タ
作
成 書
類
に
よ
る
検
査

平
成
２
８
年
度
か
ら
導
入
す
る
主
な
新
基
準
の
例

別
紙

（
３
次
元
測
量
点
群
デ
ー
タ
）

（
従
来
）

（
従
来
）

施
工
延
長

20
0m
に
つ
き
１
ヶ
所
検
査

（
改
訂
後
）

（
改
訂
後
）

現
地
検
査
は

TS
や

G
N

S
S
ロ
ー
バ
ー
を
活
用

G
N

S
S
ロ
ー
バ
ー

（
従
来
）

（
改
訂
後
）

（
２
次
元
の
平
面
図
）

U
AV
を
用
い
た
公
共
測
量
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
策
定

土
木
工
事
施
工
管
理
基
準
の
改
訂

土
木
工
事
検
査
技
術
基
準
の
改
訂

施
工
延
長

40
m
毎
の
管
理
断
面
で
高
さ
、
幅
、
長
さ
を
管
理

３
次
元
の
点
群
デ
ー
タ
に
よ
り
設
計
デ
ー
タ
と
の
差
分
を
管
理

・
測
量
成
果

・
３
次
元
デ
ー
タ
に
よ
る
出
来
形
管
理

・
検
査
方
法
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ＩＣ
Ｔ
土
工
用
の
新
た
な
積
算
基
準

（
将
来
）

（
i-C

on
st

ru
ct

io
n

導
入
時
）

（
従
来
施
工
）

路
体
（
築
堤
）
盛
土
（
15

,0
00

m
3 ）
の
場
合
の
試
算

機
械
経
費

労
務
費
・
そ
の
他
経
費

省
力
化
に
よ
る
減

IC
T建
機
の
導
入
に
よ
る
増

IC
T建
機
の
普
及
に
よ
る
減

IC
T建
機
の
投
資
に
見
合
う

積
算
基
準
を
導
入

《
新
た
な
積
算
基
準
の
ポ
イ
ン
ト
》

①
対
象
工
種

・
土
工
（
掘
削
、
路
体
（
築
堤
）
盛
土
、
路
床
盛
土
）

・
法
面
整
形
工

②
新
た
に
追
加
等
す
る
項
目

・
ＩＣ
Ｔ
建
機
の
リ
ー
ス
料

（
従
来
建
機
か
ら
の
増
分
）

・
ＩＣ
Ｔ
建
機
の
初
期
導
入
経
費

（
導
入
指
導
等
経
費
を
当
面
追
加
）

③
従
来
施
工
か
ら
変
化
す
る
項
目

・
補
助
労
務
の
省
力
化
に
伴
う
減

・
効
率
化
に
伴
う
日
当
た
り
施
工
量
の
増

従
来
施
工
の

1.
1倍
程
度

・
ＩＣ
Ｔ
建
機
の
普
及
に
向
け
、
ＩＣ
Ｔ
建
設
機
械
の
リ
ー
ス
料
な
ど
に
関
す
る
新
た
な
積
算
基
準
を
策
定

・
既
存
の
施
工
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
の
積
算
基
準
を
ＩＣ
Ｔ
活
用
工
事
用
に
係
数
等
で
補
正
す
る
積
算
基
準

※
施
工
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
と
は
、
直
接
工
事
費
に
つ
い
て
施
工
単
位
ご
と
に
機
械
経
費
、
労
務
費
、

材
料
費
を
含
ん
だ
施
工
パ
ッ
ケ
ー
ジ
単
価
を
設
定
し
積
算
す
る
方
式
で
す
。

※
比
較
用
の
試
算
の
た
め
、
盛
土
工
の
み
で
試
算
し
て
い
ま
す
。
実
際
の
工
事
で
は
、

ＩＣ
Ｔ
建
機
で
行
わ
な
い
土
砂
の
運
搬
工
等
の
工
種
を
追
加
し
て
工
事
発
注
が
な
さ

れ
ま
す
。
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新
た
に
導
入
す
る
1
5
の
新
基
準
及
び
積
算
基
準

名
称

新
規

改
訂

本
文
参
照
先
（
U

R
L）

調 査 ・ 測 量 、 設 計

１
Ｕ
Ａ
Ｖ
を
用
い
た
公
共
測
量
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
案
）

○
h
tt
p:
/
/
ps
gs
v2
.g
si
.g
o
.jp
/
ko
u
ky
o
u
/
pu
bl
ic
/
u
av
/
in

de
x.
h
tm
l

２
電
子
納
品
要
領
（
工
事
及
び
設
計
）

○
h
tt
p:
/
/
w
w
w
.c
al
s-
e
d.
go
.jp
/
c
ri
_p
o
in
t/

h
tt
p:
/
/
w
w
w
.c
al
s-
e
d.
go
.jp
/
c
ri
_g
u
id
e
lin
e
/

３
3
次
元
設
計
デ
ー
タ
交
換
標
準
（
同
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
含
む
）

○
h
tt
p:
/
/
w
w
w
.n
ili
m
.g
o
.jp
/
la
b/
qb
g/
bu
n
ya
/
c
al
s/
de

s.
h
tm
l

施 工

４
ＩＣ
Ｔ
の
全
面
的
な
活
用
（
ＩＣ
Ｔ
土
工
）
の
推
進
に
関
す
る
実
施
方
針

○
h
tt
p:
/
/
w
w
w
.m
lit
.g
o
.jp
/
c
o
m
m
o
n
/
0
0
11
24
4
07
.p
df

５
土
木
工
事
施
工
管
理
基
準
（
案
）
（
出
来
形
管
理
基
準
及
び
規
格
値
）

○
h
tt
p:
/
/
w
w
w
.m
lit
.g
o
.jp
/
te
c
/
se
ki
sa
n
/
se
ko
u
/p
df
/

2
8
0
3
3
0k
o
u
ji_
se
ko
u
ka
n
ri
ki
ju
n
01
.p
df

６
土
木
工
事
数
量
算
出
要
領
（
案
）
（
施
工
履
歴
デ
ー
タ
に
よ
る
土
工
の
出
来
高
算
出
要
領
（
案
）
を
含
む
）

○
○

h
tt
p:
/
/
w
w
w
.n
ili
m
.g
o
.jp
/
la
b/
pb
g/
th
e
m
e
/
th
em
e
2

/
sr
/
su
ry
o
.h
tm

h
tt
p:
/
/
w
w
w
.m
lit
.g
o
.jp
/
c
o
m
m
o
n
/
0
0
11
24
4
06
.p
df

７
土
木
工
事
共
通
仕
様
書
施
工
管
理
関
係
書
類
（
帳
票
：
出
来
形
合
否
判
定
総
括
表
）

○
h
tt
p:
/
/
w
w
w
.n
ili
m
.g
o
.jp
/
ja
pa
n
e
se
/
st
an
da
rd
/
fo
rm

/
in
de
x.
h
tm
l

８
空
中
写
真
測
量
（
無
人
航
空
機
）
を
用
い
た
出
来
形
管
理
要
領
（
土
工
編
）
（
案
）

○
h
tt
p:
/
/
w
w
w
.m
lit
.g
o
.jp
/
c
o
m
m
o
n
/
0
0
11
24
4
02
.p
df

９
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
を
用
い
た
出
来
形
管
理
要
領
（
土
工
編
）
（
案
）

○
h
tt
p:
/
/
w
w
w
.m
lit
.g
o
.jp
/
c
o
m
m
o
n
/
0
0
11
24
4
04
.p
df

検 査

１
０

地
方
整
備
局
土
木
工
事
検
査
技
術
基
準
（
案
）

○
h
tt
p:
/
/
w
w
w
.m
lit
.g
o
.jp
/
te
c
/
se
ki
sa
n
/
se
ko
u
.h
tm
l

１
１

既
済
部
分
検
査
技
術
基
準
（
案
）
及
び
同
解
説

○
h
tt
p:
/
/
w
w
w
.m
lit
.g
o
.jp
/
te
c
/
se
ki
sa
n
/
se
ko
u
.h
tm
l

１
２

部
分
払
に
お
け
る
出
来
高
取
扱
方
法
（
案
）

○
h
tt
p:
/
/
w
w
w
.m
lit
.g
o
.jp
/
te
c
/
se
ki
sa
n
/
se
ko
u
.h
tm
l

１
３

空
中
写
真
測
量
（
無
人
航
空
機
）
を
用
い
た
出
来
形
管
理
の
監
督
・
検
査
要
領
（
土
工
編
）
（
案
）

○
h
tt
p:
/
/
w
w
w
.m
lit
.g
o
.jp
/
c
o
m
m
o
n
/
0
0
11
24
4
03
.p
df

１
４

レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
を
用
い
た
出
来
形
管
理
の
監
督
・
検
査
要
領
（
土
工
編
）
（
案
）

○
h
tt
p:
/
/
w
w
w
.m
lit
.g
o
.jp
/
c
o
m
m
o
n
/
0
0
11
24
4
05
.p
df

１
５

工
事
成
績
評
定
要
領
の
運
用
に
つ
い
て

○
h
tt
p:
/
/
w
w
w
.m
lit
.g
o
.jp
/
te
c
/
se
ki
sa
n
/
se
ko
u
.h
tm
l

積
算
基
準

ＩＣ
Ｔ
活
用
工
事
積
算
要
領

○
h
tt
p:
/
/
w
w
w
.m
lit
.g
o
.jp
/
c
o
m
m
o
n
/
0
0
11
24
4
08
.p
df
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IC
T
建
機
に
よ
る
施
工
が
拡
大

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
測
量
が
拡
大

丁
張
り
に
よ
る
施
工

IC
T
建
機
に
よ
る
施
工

従
来
測
量

レ
ー
ザ
測
量
等
に
加
え
、

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
３
次
元
測
量
も
可
能
に

ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た
測
量

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
導
入
に
よ
り
、

３
次
元
測
量
が
拡
大

IC
T
土
工
用
積
算
基
準
の

導
入
に
よ
り
、
IC
T
建
機

に
よ
る
施
工
が
拡
大

公
共
測
量
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
監
督
・
検
査
基
準
な
ど
の
1
5
の
新
基
準
、
及
び
IC
T
建
機
の
リ
ー
ス
料
を
含
む

新
積
算
基
準
を
平
成
2
8
年
度
よ
り
導
入
。

H
2
8
年
度
か
ら

i-C
on

st
ru

ct
io

nで
建
設
現
場
が
変
わ
り
ま
す
！
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H
2
8
年
度
か
ら

i-C
on

st
ru

ct
io

nで
建
設
現
場
が
変
わ
り
ま
す
！

検
査
日
数
が
大
幅
に
短
縮

人
力
で
計
測

Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
ロ
ー
バ
ー
等
で
計
測

1
0
断
面

／
2
ｋ
ｍ

1
枚
の
み

／
１
現
場

監
督
・
検
査
要
領
（
土
工
編
）

（
案
）
等
の
導
入
に
よ
り
、

検
査
に
か
か
る
日
数
が

約
１
／
５
に
短
縮

検
査
書
類
が
大
幅
に
削
減

受
注
者

（
設
計
と
完
成
形
の
比
較
図
表
）

工
事
書
類

(計
測
結
果
を
手
入
力
で
作
成

)

1
断
面
の
み

／
１
現
場

i-
C
o
n
st
ru
ct
io
n
の
３
つ
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
施
策
に
よ
る
生
産
性
向
上
効
果
は
、
IC
T
技
術
の
全
面
的

な
活
用
に
よ
る
省
力
化
や
工
事
時
期
の
平
準
化
な
ど
に
よ
り
、
１
人
あ
た
り
の
生
産
性
が
約
５
割
向
上
。

監
督
・
検
査
要
領
（
土
工
編
）

（
案
）
等
の
導
入
に
よ
り
、

検
査
書
類
が
１
／
５
０
に
削
減

5
0
枚

／
2
ｋ
ｍ

３
次
元
モ
デ
ル
に
よ
る
検
査

○
i-
C
o
n
st
ru
ct
io
n
の
目
指
す
べ
き
も
の

（
2
km
の
工
事
の
場
合
1
0
日
→
２
日
へ
）
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○
生
産
性
を
５
割
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
、

・
企
業
の
経
営
環
境
を
改
善

・
現
場
で
働
く
方
々
の
賃
金
水
準
の
向
上

・
安
定
し
た
休
暇
の
取
得

・
安
全
な
現
場

を
実
現
。

○
労
働
者
数
が
減
っ
て
も
生
産
性
が
向
上
す
れ
ば
、

経
済
成
長
を
確
保
す
る
こ
と
が
可
能
。

i-
C
o
n
st
ru
c
ti
o
n
の
目
指
す
も
の
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Ｕ
Ａ
Ｖ
を
用
い
た
公
共
測
量
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
案
）

U
AV
を
用
い
て
撮
影
し
た
空
中
写
真
か
ら
３
次
元
点
群
デ
ー
タ
を
作
成
す
る
た
め
の
標
準
的
な
手
法
を

定
め
た
測
量
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

①
U

AV
を
用
い
た
写
真
測
量
を
公
共
測
量
へ
導
入

従
来
の
測
量
機
器
や
G
N
S
S

を
利
用
し
た
現
地
測
量

有
人
航
空
機
を
利
用
し
た

空
中
写
真
測
量

狭
い
範
囲
の
図
面
向
け

広
い
範
囲
の
図
面
向
け

②
公
共
測
量
の
成
果
に

U
AV
写
真
に
よ
る
３
次
元
点
群
デ
ー
タ
を
追
加

導
入
効
果
：小
回
り
が
き
く
U
A
V
や
３
次
元
化
の
自
動
ソ
フ
ト
の
導
入
に
よ
り
、
短
時
間
で
効
率
的
に
３
次
元
点
群
デ
ー
タ
が
作
成
可
能

U
A
V
を
用
い
た
写
真
測
量

詳
細
な
３
次
元
点
群
デ
ー
タ

従
来
の
２
次
元
図
面

※
レ
ー
ザ
測
量
等
に
加
え
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
３
次
元
測
量
も
可
能
に

参
考
資
料

U
AV
の
安
全
な
飛
行
を
確
保
す
る
た
め
の
安
全
基
準
（
案
）
の

公
表
も
あ
わ
せ
て
実
施
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３
次
元
デ
ー
タ
に
よ
る
出
来
形
管
理

U
AV
の
写
真
測
量
等
で
得
ら
れ
る
３
次
元
点
群
デ
ー
タ
か
ら
な
る
面
的
な
竣
工
形
状
で
評
価

３
次
元
計
測
に
よ
り
計
測
さ
れ
た
３
次
元
点
群
デ
ー
タ
に
よ
る
効
率
的
な
出
来
形
管
理
を
導
入

既
存
の
出
来
形
管
理
基
準
で
は
、
代
表
管
理
断
面
に
お
い
て
高
さ
、
幅
、
長
さ
を
測
定
し
評
価

従
来

＜
例
：
道
路
土
工
（
盛
土
工
）
＞

測
定
基
準
：
測
定
・
評
価
は
施
工
延
長
40
m毎

規
格
値

：
基
準
高
(H
)：
±
5c
m

法
長

(ℓ
)：
-1
0
cm

幅
(w
)：
-1
0
cm

i-C
on

st
ru

ct
io

n

従
来
と
同
等
の
出
来
形
品
質
を
確
保
で
き
る
面
的
な
測
定
基
準
・規
格
値
を
設
定

＜
例
：
道
路
土
工
（
盛
土
工
）
＞

測
定
基
準
：
測
定
密
度
は
1点
/m
2 以
上
、
評
価
は
平
均
値
と
全
測
点

規
格
値

：
設
計
面
と
の
標
高
較
差
（
設
計
面
と
の
離
れ
）

平
場

平
均
値
：
±
5c
m
全
測
点
：
±
15
cm

法
面

平
均
値
：
±
8c
m
全
測
点
：
±
19
cm

点
群
ﾃ
ﾞｰ
ﾀ

1m
2に
１
点
以
上

H

平
場

法
面

法
面

小
段

※
法
面
に
は
小
段
含
む
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監
督
・
検
査
要
領
（
土
工
編
）

（
案
）
等
の
導
入
に
よ
り
、

検
査
に
か
か
る
日
数
が

約
１
／
５
に
短
縮

ＩＣ
Ｔ
検
査

ＩＣ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
、
３
次
元
モ
デ
ル
を
用
い
た
検
査
に
対
応
す
る
よ
う
に
要
領
・
基
準
を
改
定
。

⇒
受
発
注
者
双
方
に
と
っ
て
、
検
査
の
大
幅
な
省
力
化
を
図
る
。

検
査
日
数
が
大
幅
に
短
縮

人
力
で
計
測

Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
ロ
ー
バ
ー
等
で
計
測

1
0
断
面

／
2
ｋ
ｍ

1
枚
の
み

／
１
現
場

検
査
書
類
が
大
幅
に
削
減

受
注
者

（
設
計
と
完
成
形
の
比
較
図
表
）

工
事
書
類

(計
測
結
果
を
手
入
力
で
作
成

)

1
断
面
の
み

／
１
現
場

監
督
・
検
査
要
領
（
土
工
編
）

（
案
）
等
の
導
入
に
よ
り
、

検
査
書
類
が
１
／
５
０
に
削
減

5
0
枚

／
2
ｋ
ｍ

３
次
元
モ
デ
ル
に
よ
る
検
査

（
2
km
の
工
事
の
場
合
1
0
日
→
２
日
へ
）

11



ＩＣ
Ｔ
活
用
工
事
の
発
注
方
式

①
発
注
者
指
定
型

②
施
工
者
希
望
Ⅰ
型

（
総
合
評
価
加
点
方
式
）

③
施
工
者
希
望
Ⅱ
型

（
契
約
後
提
案
方
式
）

【
発
注
方
式
の
イ
メ
ー
ジ
】

～
土
工
工
事
の
全
て
を
ＩＣ
Ｔ
活
用
施
工
対
応
工
事
へ
～

基
本
的
考
え
方

○
大
企
業
を
対
象
と
す
る
工
事
で
は
、
ＩＣ
Ｔ
活
用
施
工
を
標
準
化

○
地
域
企
業
を
対
象
と
す
る
工
事
で
は
、
「
手
上
げ
方
式
」
（
施
工
者
か
ら
の
提
案
）
か
ら
順
次
標
準
化

１
．
３
つ
の
方
式
で
実
施

①
発
注
者
指
定
型
：
ＩＣ
Ｔ
活
用
施
工
を
前
提
と
し
て
発
注

②
施
工
者
希
望
Ⅰ
型
：
総
合
評
価
に
お
い
て
ＩＣ
Ｔ
活
用
施
工
を
加
点
評
価

③
施
工
者
希
望
Ⅱ
型
：
契
約
後
、
施
工
者
か
ら
の
提
案
・
協
議
を
経
て
ＩＣ
Ｔ
活
用
施
工
を
実
施

２
．
新
設
す
る
ＩＣ
Ｔ
活
用
工
事
積
算
を
適
用

※
施
工
者
希
望
Ⅰ
・
Ⅱ
型
は
、
施
工
者
か
ら
の
提
案
・
協
議
を
経
て
設
計
変
更
に
よ
り
適
用

ＩＣ
Ｔ
活
用
施
工
と
は
、
建
設
生
産
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
IC
T
を
全
面
的
に
活
用
し
、
「
３
次
元
起
工
測
量
」
、
「
３
次
元
設
計
デ
ー
タ
作
成
」
、
「
IC
T
建
設
機
械
に
よ
る
施
工
」
、
「
３
次
元
出
来
形

管
理
等
の
施
工
管
理
」
、
「
３
次
元
デ
ー
タ
の
納
品
」
を
行
う
も
の
を
い
う

３
．
ＩＣ
Ｔ
活
用
施
工
を
工
事
成
績
評
定
に
お
い
て
評
価

順
次
拡
大

当
初

工
事
規
模

大
小

※
②
、
③
に
つ
い
て
は
ＩＣ
Ｔ
活
用
施
工
の
普
及
状
況
も
踏
ま
え
な
が
ら
運
用

※
起
工
測
量
と
は
、
工
事
の
着
手
前
に
行
う
、
着
手
前
の
現
場
形
状
を
把
握
す
る
た
め
の
測
量
で
す
。
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